
     

パリ五輪・パラリンピック 

校長  藤原 輝正 

 子供たちの元気な声が学校に戻ってきました。４１日間の長い夏休み、いかがお過ごしだ

ったでしょうか。今年の夏も猛暑、酷暑が続き、大変だったと思います。地震や台風、集中豪

雨などもありましたが、皆さまは大丈夫だったでしょうか。そんな中でも、親せき等との久し

ぶりの出会いやお出かけなど、様々な思い出を作られたことと思います。友田小のみんなが元

気に始業の日に集い合うことができて、とても嬉しく思います。 

今年の夏、パリ五輪の熱戦が繰り広げられました。私もテレビの前で、夢中になって声援を

送っていました。日本選手の活躍は目覚ましく、今大会で、金メダル２０個、銀メダル１２個、

銅メダル１３個、合計４５個のメダル獲得は、海外で開催される五輪で最多の数と聞きました。

様々な競技での日本選手の活躍が印象に残っています。体操男子団体で最後まであきらめない

で励まし合い、逆転勝利した姿、スケートボード・男子ストリートで、最後の１本に高難度の

技を成功させ、逆転優勝した堀米選手、手に怪我を負いながらも手当をし、卓球女子シングル

スで銅メダルを勝ち取った早田選手など、たくさんの選手の奮闘する姿に胸を熱くしました。

さらに、陸上競技・やり投げの決勝で、６５ｍ８０ｃｍを投げ、見事に金メダルを獲得した北

口榛花選手。女子のトラック・フィールド種目では、日本人初の快挙となりました。北口選手

は、小学生のときにはバドミントンを、中学生のときは水泳を頑張っていて、そこで培った体

力と肩の柔らかさが、今の競技でも生きていると言われています。前回の東京五輪では、決勝

に残るも１２位（最下位）の結果。一念発起し、単身でやり投げ強豪国・チェコで力を磨いて

きました。言葉も文化も違う国での生活と鍛錬は大変だったと思います。北口選手の姿から、

子供のときからの頑張りや経験が自分の未来を開くことを教えられました。 

８月２８日から、パリ・パラリンピックも開幕しました。障害を乗り越えて力の限り戦う姿

は、私たちに勇気をいただけるものと思います。五輪、パラリンピックでの感動を胸に、子供

たちと成長の２学期にしていきたいと思います。 

 

青梅市オリンピック・パラリンピック教育推進事業 

 今年度、パリ五輪・パラリンピックの開催に合わせて、青梅市の全小中学校で、「オリンピッ

ク・パラリンピック教育推進事業」を実施できることになり、本校でも様々なスポーツ選手や

インストラクターの方に来ていただく予定です。 

 ９月１７日（火） ボッチャ（全学年）  １１月５日（火）跳び箱①（全学年） 

 １１月２１日（木）アルティメット（4,5,6年）  

１２月１７日（火）車いすアスリート（2,4,6年） １２月２０日（金）同（1,3,5年） 

１月２８日（火） プロバスケットボール選手（全学年） 

３月４日（火）  跳び箱②（全学年） 

エール週間（8/30～9/5）・元気アップ週間（9/2～９） 

久しぶりの学校生活。生活リズム（「早寝・早起き・朝ごはん」）と温かい声かけから、意欲

あふれる楽しい生活をつくっていきたいと思います。ご協力よろしくお願いします。 
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